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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、企業収益の改善を背景に、雇用情勢や個人所得環境に改善

が見られ、緩やかな回復基調が見られたものの、海外経済においては、各新興国経済の減速や、米国の新政権によ

る政策への懸念など、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

建設業界におきましては、公共投資・民間設備投資とも底堅い動きとなる一方、慢性的な建設労働者不足や工事

採算性の低下など厳しい事業環境が続いております。

このような状況の中、当社グループは工事量と利益確保の経営方針を継続し、グループを挙げて営業活動を積極

果敢に展開するとともに、原価の低減、生産性の向上、業務の効率化に努めてまいりました。

以上の結果、当社グループの第２四半期連結累計期間の売上高は35億７千３百万円（前年同四半期比28.0％増）

となりました。

利益につきましては、施工効率の向上や収益性の高い工事の完成計上があったことなどにより、営業利益は３億

７千６百万円（前年同四半期比228.8％増）、経常利益は４億３千万円（前年同四半期比144.3％増）となり、親会

社株主に帰属する四半期純利益は３億２千２百万円（前年同四半期比87.8％増）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（電気工事業）

電気工事業については、前年度からの繰越工事が順調に進捗したこと等により、当第２四半期連結累計期間の

売上高は32億４百万円（前年同四半期比36.0％増）、セグメント利益（営業利益）は３億８千１百万円（前年同

四半期比394.3％増）となりました。

（建物管理・清掃業）

建物管理・清掃業については、価格競争が厳しい環境下にあり、中長期修繕等の売上高の減少により、当第２

四半期連結累計期間の売上高は３億６千９百万円（前年同四半期15.1％減）、セグメント損失（営業損失）は５

百万円（前年同四半期は３千７百万円のセグメント利益）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億５千７百万円減少し、38億９

千２百万円となっております。また、負債合計は、前連結会計年度末に比べ６億４千７百万円減少し、16億９千

７百万円となっております。純資産合計は、前連結会計年度末に比べ２億９千万円増加し、21億９千４百万円と

なっております。

資産の減少の主な要因は、現金預金１億３千万円の増加もありましたが、受取手形・完成工事未収入金等４億

９千２百万円の減少によるものであります。

負債の減少の主な要因は、工事未払金７億円の減少によるものであります。

純資産の増加の主な要因は、利益剰余金３億２千２百万円の増加によるものであります。

　

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ１億３千万円増加し、11億４千１百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況と増加・減少の要因は次

の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は、２億１千３百万円（前年同四半期は１千７百万円の増加）となりました。この

主な要因は、仕入債務の減少７億１百万円もありましたが、税金等調整前四半期純利益４億３千万円及び売上債

権の減少４億９千１百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は４千８百万円（前年同四半期は２千１百万円の増加）となりました。この主な要

因は、定期預金の払戻による収入１億５千万円もありましたが、有形固定資産の取得による支出４千８百万円及

び定期預金の預入による支出１億５千万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は、３千４百万円（前年同四半期は４千５百万円の増加）となりました。この主な

要因は、短期借入れによる収入３億円もありましたが、短期借入金の返済による支出３億円及び配当金の支払額

３千１百万円によるものであります。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年９月期の通期の連結業績予想については、今後の完工、受注予測を踏まえました結果、「平成28年９月

期決算短信（平成28年11月14日付）で公表した連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,161,770 1,291,915

受取手形・完成工事未収入金等 1,934,109 1,441,272

未成工事支出金 79,842 46,515

繰延税金資産 41,818 44,625

その他 91,155 97,441

貸倒引当金 △10,669 △7,548

流動資産合計 3,298,026 2,914,221

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 369,658 369,423

機械・運搬具 390,081 394,921

工具器具・備品 292,713 294,854

土地 328,042 328,042

減価償却累計額及び減損損失累計額 △852,674 △874,707

有形固定資産合計 527,821 512,534

無形固定資産

のれん 67,839 59,654

その他 23,499 20,355

無形固定資産合計 91,339 80,010

投資その他の資産

投資有価証券 312,685 366,416

長期貸付金 335,000 335,000

繰延税金資産 405 1,089

その他 26,374 25,020

貸倒引当金 △342,568 △342,253

投資その他の資産合計 331,897 385,272

固定資産合計 951,059 977,817

資産合計 4,249,085 3,892,038
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

工事未払金 1,744,248 1,043,437

短期借入金 300,000 300,000

未払法人税等 28,594 104,170

未成工事受入金 19,809 37,496

賞与引当金 11,429 9,712

工事損失引当金 3,163 3,163

完成工事補償引当金 90 40

その他 130,771 92,977

流動負債合計 2,238,106 1,590,999

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 6,163 6,163

退職給付に係る負債 85,652 87,685

その他 15,178 12,725

固定負債合計 106,994 106,574

負債合計 2,345,100 1,697,573

純資産の部

株主資本

資本金 989,669 989,669

資本剰余金 795,540 763,694

利益剰余金 296,840 619,175

自己株式 △1,900 △1,911

株主資本合計 2,080,149 2,370,629

その他の包括利益累計額

土地再評価差額金 △176,165 △176,165

その他の包括利益累計額合計 △176,165 △176,165

純資産合計 1,903,984 2,194,464

負債純資産合計 4,249,085 3,892,038
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高

完成工事高 2,356,011 3,204,516

不動産管理売上高 435,327 369,223

売上高合計 2,791,339 3,573,740

売上原価

完成工事原価 2,013,058 2,543,160

不動産管理売上原価 304,684 256,664

売上原価合計 2,317,743 2,799,824

売上総利益

完成工事総利益 342,953 661,356

不動産管理売上総利益 130,642 112,559

売上総利益合計 473,595 773,916

販売費及び一般管理費 359,119 397,467

営業利益 114,476 376,448

営業外収益

受取利息 72 10

持分法による投資利益 58,765 53,730

その他 6,447 3,133

営業外収益合計 65,285 56,873

営業外費用

支払利息 2,093 2,306

手形売却損 32 ―

訴訟関連費用 800 ―

その他 516 294

営業外費用合計 3,442 2,600

経常利益 176,319 430,722

特別利益

固定資産売却益 1,111 ―

特別利益合計 1,111 ―

特別損失

固定資産売却損 1,109 ―

固定資産除却損 ― 688

損害賠償金 1,255 ―

特別損失合計 2,364 688

税金等調整前四半期純利益 175,065 430,033

法人税、住民税及び事業税 4,538 111,189

法人税等調整額 △1,070 △3,491

法人税等合計 3,467 107,698

四半期純利益 171,597 322,335

親会社株主に帰属する四半期純利益 171,597 322,335
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

四半期純利益 171,597 322,335

その他の包括利益

土地再評価差額金 △2,243 ―

その他の包括利益合計 △2,243 ―

四半期包括利益 169,354 322,335

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 169,354 322,335

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 175,065 430,033

減価償却費 24,938 26,567

のれん償却額 5,829 8,185

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15,363 △1,543

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,212 △1,716

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,374 2,032

その他の引当金の増減額（△は減少） 210 △50

受取利息及び受取配当金 △72 △760

支払利息 2,093 2,306

持分法による投資損益（△は益） △58,765 △53,730

有形固定資産売却損益（△は益） △1 ―

有形固定資産除却損益（△は益） ― 688

損害賠償金 1,255 ―

売上債権の増減額（△は増加） △476,271 491,833

未成工事支出金の増減額（△は増加） 34,319 33,326

仕入債務の増減額（△は減少） 345,053 △701,334

未払金の増減額（△は減少） △86,265 1,955

未払消費税等の増減額（△は減少） 61,879 △8,793

未成工事受入金の増減額（△は減少） △6,405 17,686

その他 34,314 9,143

小計 32,226 255,830

利息及び配当金の受取額 74 777

利息の支払額 △2,802 △2,319

損害賠償金の支払額 △1,255 ―

法人税等の支払額 △21,867 △40,450

法人税等の還付額 11,601 ―

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,976 213,839

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △9,719 △48,915

有形固定資産の売却による収入 31,311 ―

無形固定資産の取得による支出 △148 ―

定期預金の預入による支出 △150,089 △150,118

定期預金の払戻による収入 150,064 150,094

その他 5 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー 21,424 △48,939

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 300,000 300,000

短期借入金の返済による支出 △225,002 △300,000

自己株式の取得による支出 ― △10

配当金の支払額 △24,912 △31,639

リース債務の返済による支出 △4,478 △3,128

財務活動によるキャッシュ・フロー 45,606 △34,777

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 85,008 130,121

現金及び現金同等物の期首残高 896,108 1,011,675

現金及び現金同等物の四半期末残高 981,116 1,141,797
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年10月１日 至 平成28年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２電気工事業
建物管理
・清掃業

売上高

外部顧客への売上高 2,356,011 435,327 2,791,339 ― 2,791,339

セグメント間の内部
売上高又は振替高

173 245 418 △418 ―

計 2,356,184 435,572 2,791,757 △418 2,791,339

セグメント利益 77,204 37,265 114,470 5 114,476

(注) １ 売上高の調整額△418千円及びセグメント利益の調整額５千円は、セグメント間取引の消去の額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年10月１日 至 平成29年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２電気工事業
建物管理
・清掃業

売上高

外部顧客への売上高 3,204,516 369,223 3,573,740 ― 3,573,740

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 443 443 △443 ―

計 3,204,516 369,666 3,574,183 △443 3,573,740

セグメント利益又は損失（△） 381,656 △5,210 376,445 2 376,448

(注) １ 売上高の調整額△443千円及びセグメント利益又は損失の調整額２千円は、セグメント間取引の消去の額で

あります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2017年05月09日 11時21分 9ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）


